チューリップ切り花における花茎の湾曲と下垂が観賞価値に与える影響 : 一般消費者による評価 by 望月 寛子 et al.
チューリップ切り花における花茎の湾曲と下垂が観
賞価値に与える影響 : 一般消費者による評価
















Effect of stem bending on ornamental value in cut tulip 
(Tulipa gesneriana L.) flowers:  
evaluation by general consumers
Hiroko Mochizuki-Kawai, Kenichi Shibuya,  
Hiroko Shimizu-Yumoto and Kazuo Ichimura
Summary
To clarify an impact of bending stem on ornamental value in cut tulip flowers, consumer evaluation test was conducted 
using two cultivars, ＇Ile de France＇ and ＇Ballerina＇. In cut ＇Ile de France＇ tulip of which the stem bent over 30 degrees due 
to marked elongation 2 days after anthesis, visible freshness scores were decreased significantly than that of ＇Ile de 
France＇ tulips with non-elongated stem. Forty-four percent of consumers judged that this tulip flower was valueless. 
2-Chloroethylphosphonic acid (CEPA) treatment inhibited stem elongation and contributed to keeping high level of 
ornamental value. None of consumers judged that the CEPA-treated 2-day tulip flower should be discarded. Our results 
suggested that ornamental value of cut ＇Ile de France＇ tulip flowers is decreased by stem elongation and bending before 
signs of tepal senescence become visible. In another cultivar, ＇Ballerina＇, visible freshness scores were also decreased 
significantly due to the stem which bent over 30 degrees. However, only 20.6 percent of consumers judged that the stem 
bending tulip flowers was valueless. Thus, the influences of stem bending on ornamental values may be different among 
tulip cultivars.







































































被験者試験当日には開花 0 日， 2 日および 5 日の切り花
を用いた（第 1 図，第 2 図）．各ステージの 5 本の材料
から代表的なものを 4 本選び， 2 本はそのまま蒸留水を
入れたコニカルビーカーに生けた（第 1 図，第 2 図 : 長
花茎）．残りの 2 本は花茎湾曲の影響を取り除くため，
花被先端から15 cm に再調整し蒸留水を入れた三角フラ
スコ（容量　125 mL）に生けた（第 1 図，第 2 図 : 短花
茎）．エテホン処理を行った開花 2 日目の‘イルデフラ
ンス’サンプルは再調整せずそのままエテホン溶液を入
れたコニカルビーカーに生けた（第 1 図 : エテホン処

















観観察による鮮度を 5 段階（ 1 古い， 2 やや古い， 3 ど

























色の程度を第 2 表に示す． ‘イルデフランス’の花茎は
開花 0 日目にすでに曲がり始めていた（試験 1：14.0°，
試験 2：27.6°）．花茎の湾曲は 2 日目のサンプルにおい
てさらに大きくなり，外観上の下垂が認められた（第 1
図長花茎）． 5 日目サンプルの湾曲は 2 日目サンプルに
比べると10°から20°小さかった（第 2 表）．試験 1 のエ
テホン処理 2 日目サンプルは曲がり角度1°であったが，
花茎上部は S 字を描くように湾曲していた．試験 2 エ
テホン処理サンプルでは花茎の曲がり角度は23.9°で
あった．無処理 0 日目とエテホン処理 2 日目サンプルで
は湾曲が30°を超えることはなかった（第 2 表）．開花後





















度評価値が有意に低くなった（第 4 図 A，p＜0.05；第
4 図 C， p＜0.01）．試験 1 の5 ppm エテホン連続処理を











10歳代　　 4 名 3 名 1 名
20歳代　　 7 名 2 名 5 名
30歳代　　 8 名 3 名 5 名
40歳代　　 7 名 4 名 3 名
50歳代　　 6 名 2 名 4 名




た（第 4 図 B，D）．短花茎では廃棄率 0 ％であったの





z 同処理区において異なる英大文字間，異なる英小文字間には Steel-Dwass の多重検定による 5 ％水準で有意差
ありを示す
y 異なる処理区間において＊は Steel-Dwass の多重検定による 5 ％水準，＊＊は 1 ％水準で有意差ありを示す
第 2 表　花茎の湾曲（花茎の曲がり角度）と花被の萎凋・変色
開花後日数（日）または処理 0 2 5 エテホン（ 2 ）
イルデフランス
試験 1 　　花茎の曲がり角度（°） 14.0 84.1 64.3 1.0
　　　　　花被の萎凋・変色（長花茎） － － ＋＋ －
　　　　　花被の萎凋・変色（短花茎） － － ＋＋
試験 2 　　花茎の曲がり角度（°） 27.6 64.3 52.9 23.9
　　　　　花被の萎凋・変色（長花茎） － ＋ ＋＋ －
　　　　　花被の萎凋・変色（短花茎） － － ＋＋
バレリーナ
試験 1 　　花茎の曲がり角度（°） 28.1 35.8 62.7
　　　　　花被の萎凋・変色（長花茎） － － ＋
　　　　　花被の萎凋・変色（短花茎） － － ＋
試験 2 　　花茎の曲がり角度（°） 15.8 41.4 75.9
　　　　　花被の萎凋・変色（長花茎） － － ＋＋






エテホン処理を行った 2 日目長花茎の廃棄率は試験 1 ，
試験 2 ともに 0 ％であった．
　試験 1 において，長花茎 2 日目のサンプルを廃棄する
と判断した18名のうち15名の被験者（83.3％）は廃棄理
由として「茎が曲がっている」，「全体的なバランスが悪









と廃棄率の変化を第 5 図に示す．長花茎は開花 2 日目か
ら鮮度評価値が低下したのに対し（第 5 図 A，第 5 図 C， 
p＜0.05），短花茎の評価値は試験 1 では変化せず，試験
2 では開花 2 日目から 5 日目にかけて有意に低下した
（p＜0.05）．また，試験 1 では，全ステージにおいて花
茎の長さによる鮮度評価値の違いを認めなかった（第 5
図 A）．一方，試験 1 よりも長花茎の湾曲が大きかった
試験 2 では（第 2 表）， 2 日目と 5 日目において，長花
茎は短花茎に比べて外観の鮮度評価値が有意に低かった
（第 5 図 C，p＜0.01）．
　廃棄率では，花弁の萎凋を認めた試験 2 の 5 日目サン




と少数であった．試験 1 の 5 日目サンプルも花茎は下垂
していたが，花被に明らかな萎凋は認められず，廃棄率










z 同処理区において異なる英大文字間，異なる英小文字間には Steel-Dwass の多重検定による 5 ％水準で有意差
ありを示す




（試験 1 ， 2 日目）， ‘バレリーナ’では20.6％にとどまっ







































度評価を有意に低下させた（試験 1 長花茎， 2 日目）．
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